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１．まえがき
　2007年度工学教育学会年次大会のメインテーマにも
取り上げられたように，少子化が進行し進学希望者数
と大学の募集定員がほぼ等しくなる「大学全入時代」
の到来が予想されている．私立大学の経営環境も悪化
している上に中学・高校生の理系離れ，工学離れが進
み，受験者数ばかりでなく学生数の確保も困難な状況
になっている．一方，大学内においては受験倍率の低
下に伴って入学者の基礎学力の低下が著しく，専門科
目学習のための導入教育や基礎教育の充実が不可欠な
状況となっている．こうした状況の中，実際に入学し
てきた学生たちの中では学力・意欲の両面で二極化が
進行し，実際の授業理解や実験・実習にも影響が出は
じめている．特に学習意欲の格差は，その後の成績や
就職活動など，様々な面に顕著に反映されてくる．こ
うした観点から大学における工学基礎教育を考える
と，“いかに学生の学習意欲を引き出し，それを具体
的な形にして実践してゆくか”ということが重要な課
題となる．
　“学生の学習意欲をどう引き出すか”という課題は，
教育分野においては永遠のテーマでもある．正規の授
業となってしまうと，日々変化する学生の興味関心に

対応することは困難である．また，最近行われている
ようなプロジェクト型の教育では，基本的に単年度か
ら数年程度の期間指定があり，教育プログラムとして
技術を継承して行くことは難しい．そうした現代的な
事情も考慮して，筆者らは，1991年から日本大学理工
学部で“日本大学理工学部環境科学研究会”という学
生サークルを設立・運営しながら学生主体の実践型環
境教育を行ってきた．この間，多くの学生たちがこの
サークル活動を通して，環境問題に対する意識を高め，
様々な分野の研究を行い，各種業界に就職し活躍して
いる．また大学院後期課程まで進学し，研究機関や企
業の研究職に就職したものもいる．現在は活動を停止
してしまっているが，「大学全入時代」に突入しよう
というこの時期にこそ，この活動を通して得られた，
実践型環境教育の手法と成果，および問題点について
報告する．

２．活動経緯および活動内容
　1991年日本大学理工学部工業化学科（当時）の有志
学生３人が集まり，当時の実験担当であった日本大学
理工学部一般教育・化学教室の教員を顧問として”日
本大学理工学部環境科学研究会”を設立．主に水質調
査と廃食用油の石ケン化から活動を始める．当初から
地域河川である船橋市の海老川に着目し，図１のよう
な海老川復元計画を作成する．
　活動成果は大学学園祭で毎年発表すると同時に，顧
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問の先生の指導の元，いくつかの学術雑誌に研究成果
として発表している１）－５）．更に，顧問の先生の仲介
により新聞などにも紹介され，それまでばらばらに活
動を行っていた周辺地域の市民ボランティア団体と
ネットワークを作り活動範囲を広げていった．

３．活動成果および教育的視点からの考察
　図１に示した４つの活動についてその成果を紹介す
ると同時に，工学教育という視点から考察する．
３．�　水質・流域調査活動
　本研究会の最も中心的な活動であり，学生が自ら調
査対象地域（図２参照）に赴き，試料の採取を行い，
実験室で分析を行っている．

　調査項目は当初はCODのみであったが，活動の後
期には生物調査なども行っている．1990，1991年の２
年間は市販の簡易測定法であるパックテストでCOD
を測定し，1991－1992年にかけてJIS法に準じた測定
方法での分析技術を確立した．92年以降は年４回の
ペースでJIS 法に準じた測定方法で継続的にCODの測
定を行っていた（図３参照）．
　実際の川に行き，試料を採取し，自分の手で分析し，
測定値を出して汚染状況について考えるというプロセ
スは学生の環境に対する意識を大きく向上させる効果
がある．また公定法に準拠した測定を行うことで，基
礎的な環境分析に関する知識を習得できる．数値をグ
ラフ化したり，測定時の写真を比較したりすることで，
季節変化や経年変化を理解すると同時に，学園祭など
で一般市民に説明することでプレゼンテーション能力
も身につけられる．
３．２　予防活動
　本研究会では設立当初から“ただ調査するだけでは
なく，改善する方法についても考えよう”というス
ローガンで活動を行っていた．３．１の調査活動と並
行する形でいくつかの水質汚濁の予防方法を検討して
きた．
　海老川を代表とする地方都市河川の水質汚濁の原因
は一般の家庭排水である．COD，BODに対する負荷
を考えると家庭での廃食用油の処理方法を考えること
は水質汚濁の予防に効果があるのではないかと考え
て，いくつかの方法を検討した．一般家庭での処理方
法を想定しているため，危険な薬品などを使わない，
できるだけ安全・簡易で子供や化学的知識のない主婦
でも実施可能な方法の開発を検討した．中でも石ケン
化は研究会の発足初期に技術を確立し，中高生用の教
育用実験として発表すると同時に，公民館など各地で
講習会を行い普及活動まで行うことができた１）（図４ 
参照）．
　自分達が開発した方法が自分達以外の人にも使って
もらえることは，技術者として最高の喜びである．ま
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図１　海老川復元計画

図３　COD 測定結果（年間平均値）

図２　調査対象地域

図４　一般講習会用石けんづくり資料
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してや学生のうち広く一般の人や子供たちの環境教育
に実際に参加・貢献することができるというのは非常
に貴重な経験である．しかもそうした不特定多数の人
に講習会という形で説明・実演するためには自分の中
でその技術をしっかりと理解し，参加者からの質問に
答えられるようにしておかなくてはならない．講習会
に参加した学生たちは，教えることの楽しさと同時に，
難しさを実感し，“次の講習会までにもう一度勉強し
なおします”という感想を述べている．教育というも
のは，“実は自分が受けているときよりも誰かに教え
る時の方がずっとその効果が高い”といえるだろう．
３．３　浄化活動
　３．２同様，“改善する方法”として浄化についても
いくつかの方法を検討した．水質浄化施設は自治体な
どが公共施設として各地に設置しているが，費用対効
果という面では十分な効果を発揮できてはいないもの
が多かった．まして本研究会が活動を行っていた時期
はバブル崩壊後の最も景気が低迷していた時期と重な
り，こうした事業は縮小する傾向にあった．そこで，
我々はできるだけ少ない資金で設置でき，しかも廃材
や廃棄物などを利用してコストをできるだけ削減した
浄化システムの開発を試みた．試作した浄化装置は実
際の小河川に設置してデータを取ったり，学内の人工
池を実験場としてその効果が確認されている．またこ
うした成果は学術論文としても発表している４），５）（図
５参照）．
　実際の河川に設置する場合には電源の問題が発生す

る．その解決策として太陽電池や風力発電と組み合わ
せた浄化システムについても検討した．こうした施設
の設置は環境保全型環境浄化モデルとして，市民に対
する啓蒙活動になるものと期待された（図６参照）．
　この活動により，参加した学生達はより高度で実践
的な環境処理技術を身につけることができた．更に自
分達で考案したシステムの評価方法についても考えな
くてはならず，総合的な研究能力が養われることと
なった．
３．４　環境教育活動
　３．２の講習会をきっかけに研究会の中でも“環境
を改善するには教育が非常に重要である”と考えるよ
うになった．また学園祭などで地域の市民や小中学生
でも参加できるような環境問題に関連する活動はない
だろうかと考えるようになった．この活動は毎年参加
している学生の間で，テーマを考えて，各自の興味と
学園祭などの参加者の反応などを見ながら行っている
もので牛乳パックからの再生紙作成や，草木染など実
演型のものから，環境に関する映画会の企画・運営ま
で様々な活動が含まれている．再生紙に関する研究は，
単に紙として再利用するだけでなく紙製の食器という
形に発展し，論文にまとめられている６）．この紙製の
食器は高齢者のような手指の筋力が衰えた人用の軽量
食器として老人ホームなどの施設での利用を想定して
いる．環境映画会は地域のライオンズクラブ（八千代
東ライオンズクラブ）の協力を受け，公共センターの
ホールを借りて 100名以上の参加者が集まり行われた
ものである（図７参照）．

図６　河川設置用簡易浄化システム概略図

図５　小型浄化装置概略図

図７　環境映画会ポスター
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　映画の上映と共に地域の環境ボランティアグループ
の活動紹介も行われ，これがきっかけとなって地域の
ボランティアグループのネットワークが構築されるこ
ととなった（表１参照）．
　また参加した学生たちはこの映画会の企画・運営を
通して，自分たちが学生として行っている活動も地域
社会の中で重要な位置づけで認められ，ひいてはこう
した活動によって地域貢献ができることを実感でき
た．

４．本活動の問題点
　３. １から３. ４まで様々な活動を行ってきたが，
2004年に本研究会は廃部となってしまった．これには
様々な周辺状況と問題点がある．
（1）校舎が２箇所 （船橋校舎（千葉県船橋市習志野

台７－24－１）と御茶ノ水校舎（東京都千代田区
神田駿河台１－８－14））に分かれており，活動
拠点が船橋にあったため，多くの学生が船橋校舎
に通学している１，２年生の間だけしか活動に参
加できなかった．特に2003年からは船橋校舎に１
年間しか登校しなくなったために十分な活動期間
がとれず，技術の継承が困難であった．

（2）部員の所属学科が年々変化し，基本となる技術
の継承が困難であった．

（3）指導的後継者の育成ができなかった．
（4）学生側の興味・関心の変化．
（5）学生サークルとしては器具や試薬の管理，基本

技術の習得，学外での講演会など部員にかかる負
担が大きかった．

（6）学外での試料採取や浄化装置の保守・点検は部
員にとって負担が大きかった．

（7）ほとんどの学生が地元以外の地域から来ていた
ため，測定している地域に対してあまり愛着が湧
かず，学外・地域社会との交流になじめなかった．

（8）スタッフが毎年のように変わるため，継続的な
窓口が作りにくく，内部・外部の連絡が不十分で
あった．

（9）学生と教員の距離感が遠くなり，活動の方向付
けや活動の求心力が働かなくなった．

　こうした問題点はどこの大学の学術サークルでも抱
えているものであろう．こうした問題点に対して当時
は十分な対策が取れず，廃部を余儀なくされてしまっ
た．今年は京都議定書発効の年でもあり，環境問題へ
の関心が高まっている．現在，同様の活動を行いたい
と考えている学生サークルや大学教員は多いと思う．
現代GPなどでは産官学の協力による地域の活性化が
重点課題として取り上げられている．我々が解決でき
なかった上記のような問題点の多くは現在の IT 技術
の普及によって解決されるものが多い．特に学生間の
情報交換（問題点（8），（9））や基礎的技術の継承（問
題点（2），（5））には IT 技術の利用が効果的である．
最近のデジタルカメラやデジタルビデオなどの普及に
よって，基礎的技術については動画で保存・編集して 
HP などで情報を公開・交換することでかなり高い教
育効果，技術継承が可能である．一方，問題点（1)に
上げたように地理的問題はITだけでは解決できない
問題である．新たに活動を始めようとする場合には，
出来るだけ大学１年生から４年生まで同一の環境で継
続的な活動が行えるような環境づくりが，活動の継続
に不可欠である．また，指導的後継者の育成（問題点
（3)）は IT 技術などでは決して解決できない真の教
育が必要な部分である．我々の活動が継続できなかっ
た大きな原因でもある．この部分には，顧問や指導者
の教育力が問われてくる．できるだけ近い距離感で学
生と接し，日常的な教育活動の中で継続的に指導をし
てゆくしか解決策はないと考えられる．

５．おわりに
　1991年から2003年にかけて，約13年間日本大学理工
学部で活動を行っていた環境科学研究会での活動を基
に，学生主体の実践型環境教育の一つのあり方につい
て述べた．実践的な活動を行い，実際に地域貢献をす
ることで，個々の学生の意識が大きく変化し，技術者
教育につながっていた．現在は参加学生数が減少し，
活動を停止してしまっている．これには４．本活動の
問題点にも述べた様々な問題点が存在している．大学
全入の今だからこそ，こうした実践型の教育によって
学生の学習意欲を引き出し，学生時代に様々な形態の
活動を行うことにより，真の意味での工業・工学教育

表１　葛南地域環境ネットワーク

団　　体　　名
代表者

（当時）
主な活動地域

新川をきれいにする会 根尾　睦子 八千代市
八千代ホタルフォーラム 加藤　賢三 八千代市
八千代自然と環境を考える会 佐藤　素子 八千代市
環境浄化をすすめる 土の会 澄川　佳子 八千代市
八千代青年会議所 蛭間　孝治 八千代市
クリスタル・グループ 増田　恭子 八千代市
八千代バラの会 石井　成二 八千代市
めだかの会 室屋　数盛 八千代市
八千代東ライオンズクラブ 有吉　　茂 八千代市
丸山サンクチェアリ 三神　鶴吉 船橋市
高根フレンドみちくさ 樋口　和子 船橋市
市民クラブ　
生協・環境委員会

小林　明子 船橋市

トンボを育てる会 柳瀬　　信 船橋市
船橋自然に親しむ会 高山　清隆 船橋市
市川緑の市民フォーラム 佐野　郷美 市川市
ボランティアグループ
緑の風

鶴岡恵美子 千葉県印旛郡
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を行うことができるのではないかと考える．
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